
 

京都スタジアム（仮称）検討特別委員会 

 

    日 時  平成２８年９月１６日（金）午後１時３０分～ 

    場 所  全員協議会室 

 

 
１ 開議 

 

 

 

２ 事務局日程説明 

 

 

 

３ 所管分付託議案審査（説明～質疑） 

（１）議第１号議案 

亀岡市における京都府の専用球技場のための亀岡駅北土地区画整理事業組合用

地買収についての住民投票に関する条例の制定について 

 

 

 

４ 討論～採決 

 

 

 

５ その他 

（１）議会だよりの掲載事項について 

 

 



 議第１号議案 

 

亀岡市における京都府の専用球技場のための亀岡駅北土地区画整 

理事業組合用地買収についての住民投票に関する条例の制定につ 

いて 

 

亀岡市における京都府の専用球技場のための亀岡駅北土地区画整理事業組合

用地買収についての住民投票に関する条例を次のように制定するものとする。 

 

亀岡市における京都府の専用球技場のための亀岡駅北土地区画整 

理事業組合用地買収についての住民投票に関する条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、亀岡駅北土地区画整理事業組合用地買収の可否について

住民の意思を明らかにし、もって市政の民主的かつ健全な運営を図ることを

目的とする。 

（住民投票） 

第２条 前条の目的を達成するため、住民による投票（ 以下「住民投票」とい

う。） を行う。 

２ 住民投票は、住民の自由な意思が反映されるものでなければならない。 

（住民投票の執行） 

第３条 住民投票は、市長が執行するものとする。 

２ 市長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条の２の規定に

基づき、協議により、その権限に属する住民投票の管理執行に関する事務を選



挙管理委員会に委任するものとする。 

（住民投票の期日） 

第４条 住民投票の期日（以下「投票日」という。）は、この条例の施行の日か

ら起算して３月を経過する日までの間の選挙管理委員会が定める日曜日に実

施するものとする。 

２ 選挙管理委員会は、前項の規定により投票日を決定したときは、投票日の

７日前までに投票日その他必要な事項を告示しなければならない。 

（投票資格者） 

第５条 住民投票の投票権を有する者（ 以下「投票資格者」という。） は、選

挙人名簿に登録されている者（以下「選挙人名簿登録者」という。） で、市

長及び市議会の議員（ 以下「議員」という。）の選挙権を有するものとする。 

（投票の方式） 

第６条 住民投票は秘密投票とする。 

２ 投票資格者は、投票日に投票事項ごとに１人１票に限り投票することがで

きる。 

３ 投票資格者は、京都府の専用球技場のための亀岡駅北土地区画整理事業組

合用地買収に賛成するときは投票用紙の賛成欄に、賛成しないときは投票用紙

の賛成しない欄に、自ら○の記号を記載して、投票箱に入れなければならない。 

４ 前項の規定にかかわらず、心身の故障その他の事由により、自ら投票用紙

に○の記号を記載することができない投票資格者は、規則で定めるところによ

り投票をすることができる。 

（投票所における投票） 

第７条 投票資格者は、投票日に自ら住民投票を行う場所（以下「投票所」と

いう。） に行き、資格者名簿又はその抄本の対照を経て、投票しなければな



らない。 

２ 前項の規定にかかわらず、規則に定める理由により、投票所に自ら行くこ

とができない投票資格者は、規則で定めるところにより投票をすることができ

る。 

（投票） 

第８条 投票資格者は、投票日に投票事項ごとに１人１票に限り投票すること

ができる。ただし、投票日に投票することができないと見込まれる投票資格

者は、規則で定めるところにより、告示日の翌日から投票日の前日までの間

に投票することができる。 

２ 何人も、投票の内容を陳述する義務はない。 

（投票の効力の決定） 

第９条 投票の効力の決定に当たっては、次条の規定に反しない限りにおいて、

その投票した者の意志が明白であれば、その投票を有効とするものとする。 

（無効投票） 

第１０条 住民投票において、次の各号のいずれかに該当する投票は無効とす

る。 

(1) 所定の投票用紙を用いないもの 

(2) ○の記号以外の事項を記載したもの 

(3) ○の記号のほか、他事を記載したもの 

(4) ○の記号を投票用紙の賛成欄及び賛成しない欄のいずれにも記載した 

もの 

(5) ○の記号を投票用紙の賛成欄又は賛成しない欄のいずれに記載したの 

か判別し難いもの 

(6) 白紙投票 



（情報の提供） 

第１１条 市長は、投票日の１０日前までに、住民投票の趣旨、関連情報、そ

の他住民投票に関し必要な情報を、多様な媒体を活用して一般の縦覧に供す

るものとする。 

２ 市長は、住民投票の告示の日から投票日の前日までの間、住民投票の発議

の内容を記載した文書、選択肢について説明した文書その他行政上の資料で

公開することができるものについて、多様な媒体を活用して一般の縦覧に供

するものとする。 

３ 市長は、必要に応じて討論会、シンポジウムその他住民投票に係る情報の

提供に関する施策を実施することができる。 

４ 市長は、前３項に規定する情報の提供および情報の提供に関する施策の実

施に当たっては、公平性の保持に努めなければならない。 

（投票の促進） 

第１２条 市長は、広報その他の手段により、投票資格者に対し、投票を促す

よう努めなければならない。 

（投票運動） 

第１３条 住民投票に関する投票運動は、買収、脅迫その他投票資格者の自由

な意思が拘束され、若しくは不当に干渉され、又は住民の平穏な生活環境が

侵害されるものであってはならない。 

２ 前項の投票運動の期間は、住民投票の告示の日（以下「告示日」という。） 

から投票日の前日までとする。 

（投票及び開票） 

第１４条 前条までに定めるもののほか、投票場所、投票時間、投票管理者、

投票立会人、開票場所、開票時間、開票管理者、開票立会人その他住民投票



の投票及び開票に関しては、公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）、公職

選挙法施行令（昭和２５年政令第８９号）及び公職選挙法施行規則（昭和２

５年総理府令第１３号）の規定により行われる本市の議会の議員又は長の選

挙の例によるものとする。 

（投票結果の告示等） 

第１５条 選挙管理委員会は、住民投票の結果が確定したときは、速やかにこ

れを告示するとともに、当該告示の内容を市長及び市議会議長に通知しなけ

ればならない。 

（投票結果の尊重） 

第１６条 市長および議会は、住民投票の結果を尊重しなければならない。 

（委任） 

第１７条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定めるものとする。 

 

附 則 

 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（条例の失効） 

２ この条例は、第１５条の行為の終了をもって、その効力を失う。 



平成２８年９月１５日 

 

亀岡市議会議長 西口 純生 様 

 

 

発議者  酒井安紀子 

三上  泉 

 

 

亀岡市における京都府の専用球技場のための亀岡駅北 

土地区画整理事業組合用地買収についての住民投票に 

関する条例の制定について 

 

上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び亀岡市議会

会議規則第１４条の規定により提出します。 

 

 


